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終蓬つり姦こ
　今回，我々は，粘度を高めた粘性油性薬物担体を調製し，tipiodolが
有する癌部位選択的集積性の能力に加え，臓器滞留性や固形薬物担体の
有する塞栓能を付与することにより，抗腫瘍効果の増強を狙った．はし
がきでも述べたように，油性担体も固形担体も長所，短所があるわけで
あるが，それらの良いところを取ることは，えてして共倒れになる場合
もある．ここで得た結果は，幸いにも良好な結果となったが，集積性と
塞栓能の関係を明ちかにしていけば，さちにより良い製剤の開発が望め
ると思われる．
　また・tipiedoIの露点効果は・原発性の肝癌に良好な成績があるもの
　　　　　　　　　　　　　　　　32）　　　　　　　　　　　　　　　　　　，アルブミン小球体を用いた臨の転移性の肝癌では余り効果がなく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．これらのこと床効果は，転移性の肝癌に良好な成績を上げている
は，我々が調製した粘性油性薬物担体が原発性及び転移性の肝癌の両方
に効果を発揮する可能性を示唆している．．
　・今後は，さらに他臓器癌への応用の拡大と効果発現のメカニズムの解
明が粘性油性薬物担体の設計戦略の重要な課題となろう。
28
　最後に，昭和62年度の研究代表者で，63年度は米国留学のため代
表者を途中で辞退された城西大学薬学部製剤学教室森本雍憲教授に数々
の御懇篤なる御指導，御助言をいただきました．この場をお借りして，
深謝致します．
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